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　Fig. 1 Overview image. 
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製作した地中縦挿し型送信機及び受信機の
























直接 AIC を適用し、AIC 値が最小値を示す
点を信号到達時間として用いる試みが行われ
ている 3）。そこで本検討でも、直接 AIC 値
を用いた伝搬音速計測を行った。サンプル数
N 個の波形に対して、振幅値 Xi（i = 1, 2, 





ここで、var(X|1,k|) は振幅値 X1 から Xk の




Fig. 2 (a) Handheld transmitter, 
 (b) Handheld receiver. 
Fig. 3 (a) Received wave. (b) AIC value.
Fig. 4 Propagation velocities at each emitted 
frequency using AIC value. 
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離 30 cm、 伝 搬 深 度 15 cm、 送 振 周 波 数
1500 Hz、波数 5 波の受信波形と AIC 値の計
算結果を Fig. 3 に示す。また、同条件にお













ている加速度センサは地表面より 5, 10, 15, 
20, 25 cm の深度に設置した。Fig. 5(b) に
実験中の写真と伝搬経路①、②を示す。なお、
送信波としては周波数 400 ～ 1000 Hz、5 波
を用いた。




砂槽を伝わる音速値が Fig. 4 の様に 120
～ 130 m/s であるのに対して、植物根が存
在しない / する培養土中を伝搬する音速値は












Fig. 5 Experimental setup in culture soil.  
(a) installed position, (b) photograph. 
Fig. 6 Temporal change of propagation velocity 
using AIC value. (a) pathway ① , (b) 
pathway ② . 
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